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 神経免疫部門では現在大学院生は卒業しマウスを使用した基礎実験は小休止となってい

る。よって、患者の臨床研究を主に行っている。日本でも屈指の神経免疫外来、入院患者

数をほこりその治療にあたっている。多発性硬化症では疫学調査、また神経放射線科と共

同で新しい撮像法の開発のための共同研究を行っている。 

 多発性硬化症再発予防のための IFN 使用患者の血清中和抗体測定と効果判定の研究およ

び抗AQP4抗体陰性例での neuromyelitis optica spectrum disorderの髄液を利用した診断法

の開発については東北大学神経内科と共同研究を行っている。 

また重症期無力症患者においてはステロイド骨粗鬆症のビスフォスフォネート製剤、デス

ノマブによる抑制効果についての臨床研究を行っている。2013 年度から多発性硬化症分野

で多くの研究を行ってきた三宅幸子医師が免疫学教室教授として着任し血液、髄液などの

臨床検体を利用した共同研究が 2014 年度より開始となる。 
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